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事業名 

 

一般県道 上粕屋
か み か す や

厚木
あ つ ぎ

 

 

事業 

区分 

地方道 

 

事業 

主体 

 

神奈川県 

起終点 自:神奈川県
か な が わ け ん

伊勢原市
い せ は ら し

上粕屋
か み か す や

  至：神奈川県
か な が わ け ん

伊勢原市
い せ は ら し

西富岡
にしとみおか

 延長 1.9km 

事業概要  

県道上粕屋厚木は、伊勢原市上粕屋を起点とし、厚木市寿町二丁目に至る、延長約 11.7ｋｍの幹線道路

であり、第１次緊急輸送道路に指定されている。 

また、新東名高速道路及び厚木秦野道路の伊勢原北ＩＣへ接続する道路であるとともに、県道６３号（相

模原大磯）と県道６１１号（大山板戸）を結ぶバイパス道路である。 

Ｈ１２年度事業化 

 

 Ｈ８年度都市計画決定 

 

Ｈ１４年度用地着手 

 

Ｈ２４年度工事着手 

全体事業費 約１２０億円 事業進捗率 約５２％ 供用済延長 ― km 

計画交通量  14,000～24,500 台／日 

費用対効果 

分析結果 

 

Ｂ／Ｃ   総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  

(事業全体)  ２．1 

 

(残事業)  ４．７ 

        56/ 125 億円 

事  業  費： 48/117 億円 

 維持管理費： 7.9/7.9 億円 

        266/266 億円 

 走行時間短縮便益： 261/261 億円 

 走行経費減少便益：0.56/0.56 億円 

 交通事故減少便益： 4.6/4.6 億円 

 平成２６年 

 

感度分析の結果   

（事業全体）交通量 ：B/C=1.9～2.3 (交通量 ±10%) （ 残事業）交通量  ：B/C=4.3～5.2 (交通量 ±10%) 

事業費 ：B/C=1.9～2.4 (事業費 ±10%)         事業費  ：B/C=4.3～5.2 (事業費 ±10%) 

事業期間：B/C=2.1～2.2 (事業期間 ±1年)      事業期間 ：B/C=4.6～4.9 (事業期間 ±1年)   

事業の効果等  

 ・都市間の連携強化が促進され、新たな交通や物流等の効率化が期待される。 

  ・速達性向上など輸送力の強化が図られるとともに、災害発生時における対応力の強化が期待できる。 

関係する地方公共団体等の意見  

  ・様々な沿道土地利用の展開が想定されるなど高速道路建設のプラス効果を直接地域へもたらす極めて

重要な路線であることから、引き続き整備促進が図られるよう要望する。 

事業評価監視委員会の意見  

    事業を継続する必要があると判断する。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

  ― 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

   用地取得率約９７％、事業進捗率約５２％ 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

   新東名高速道路伊勢原北 IC の開通に合わせた完成を目指す。 

施設の構造や工法の変更等  

伊勢原北ＩＣへの接続道路でもあることから、代替案は難しく、現計画による整備が最善である。 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

  新東名高速道路及び厚木秦野道路伊勢原北ＩＣへの接続道路であるため、事業の必要性に変化はなく重

要性は依然として高いため。 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 


